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はじめに
等脚目甲殻類（等脚類）は，自由生活種および

寄生種を含む生態や形態が極めて多様な分類群で
あり，現生種では世界で約 10,000 種が知られてい
る（林，2006）．山岳地帯から超深海まで広く分布
しており，海産種では海底堆積物中に潜行して生
息する種や，海草類の地下茎に穿孔して生息する種
も存在する（布村・下村，2012a；Yoshino et al., 
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Abstract. From July 29 to August 2, 2017, we collected eight species of coastal isopods from intertidal and 

shallow subtidal zones around Rishiri Island. Four of them are newly recorded from the island. In total, 21 

isopod species in 13 families have been recorded from the island. As more than half of them are mainly 

distributed to the south of Honshu (the Japanese mainland), species composition of coastal isopods around 

Rishiri Island is thought to be affected by the Tsushima warm current. The voucher specimens have been 

deposited in the Rishiri Town Museum with the catalog number RTMCRU196–201.

2017）．利尻島の等脚類はこれまでに海産 5 亜目
9 科 14 種，陸産 1 亜目 3 科 3 種の計 5 亜目 11 科
17 種が記録されている（寺田，1992；前原ほか，
2003；下村ほか，2003；布村，2004；布村ほか，
2009，2010；Nunomura, 2019）．等脚類は様々
な環境に生息するため，その生物相を把握するため
には，海底堆積物や海藻などの生息基質からの採集
や，トラップや集魚灯を用いた採集など，各種の生
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息環境に応じた手法を用いて網羅的に調査を行うこ
とが望まれるが，利尻島ではこれまで潮下帯の調査
はほとんど行われてこなかった．

本研究では，利尻島沿岸の潮下帯を中心とした生
物調査により 8 種の海産等脚類が得られた．その
うち，4 種が利尻島初記録であったのでここに報告
する．

材料と方法
2017 年 7 月 29 日から 8 月 2 日まで，利尻島沿

岸の 5 地点（本泊，新湊，鬼脇，沼浦，仙法志；
表 1，図 1）において海産等脚類を採集した．岩礁
潮間帯においては岩石や海草の間隙よりハンドソー
ティングで採集したほか，砂浜ではスコップ，漁港
ではエクマンバージ採泥器を用いて海底堆積物を採
取した．堆積物は目合 1mm のメッシュでふるい，

等脚類を選別した．サンプルは 70% または 99% エ
タノールで固定・保存し，実体顕微鏡（SMZ1500, 
Nikon）下で解剖・観察を行った．各付属肢は正立
顕微鏡（Optiphot, Nikon）で観察し，種同定を行っ
た．標本全体と特徴的な部位をデジタルカメラ（EOS 
7D, Canon）で撮影した．体長は正立顕微鏡下で接
眼ミクロメーターを用いて計測した．本研究で観察
を行った等脚類標本の一部は，利尻町立博物館に登
録・収蔵した（標本番号：RTMHCRU196–201）．

結果と考察
利尻島沿岸の調査地点から 8 種が同定された（表

2）．そのうち利尻島初記録となる 4 種について，
詳細を以下に記す．

コツブムシ亜目 Sphaeromatidea
コツブムシ科 Sphaeromatidae

チビウミセミ
Holotelson tuberculatus Richardson, 1909

（図 2A, B）

新湊，3 個体（♂ , 1; ♀ , 2）
新湊の入り江で採取されたスガモ Phyllospadix 

iʷatensis の間隙より採集された．オス個体はエタ
ノール固定標本でも濃い橙黄色を呈していた（図
2A）．メス個体は淡黄色で頭部と体後部が褐色を呈
し（図 2B），Richardson (1909) が報告している性
的二型がみられた．本種はタイプ産地が北海道室蘭
であり，ロシアのクリル諸島（Kussakin, 1979）
やルースキー島（Ivanova, 2009）といった寒冷な
海域のほか，日本各地（布村・下村，2016b），済
州島，韓国東岸（Ko et al., 2011），山東半島（Ryu 
et al., 2012）からも報告がある．

図 1. 利尻島の等脚類採集地点．A，本泊；B，鬼脇；C，沼浦；
D，仙法志；E，新湊．

表 1. 本調査での等脚類の採集地点
図 1 の記号 地点名 緯度経度 環境 採集日
A 本泊 45° 15′ 09″ N, 141° 11′ 15″ E 磯，漁港 2017/07/31
B 鬼脇 45° 08′ 03″ N, 141° 18′ 26″ E 漁港 2017/08/01
C 沼浦 45° 06′ 54″ N, 141° 17′ 10″ E 砂浜 2017/08/01, 2017/08/02
D 仙法志 45° 06′ 14″ N, 141° 13′ 39″ E 磯，スガモ場，漁港 2017/07/29
E 新湊 45° 12′ 27″ N, 141° 08′ 09″ E 入り江 2017/07/30, 2017/08/02



49利尻島沿岸の等脚目甲殻類

図 2. 採集された等脚類の固定標本写真．A，チビウミセミHolotelson tuberculatus オス個体背面；B，チビウミ
セミメス個体背面；C，ノーブルコツブムシ Gnorimosphaeroma noblei 背面；D，ノーブルコツブムシ触角基部腹側
（矢印は第一触角基部を示す）；E，シオムシ Tecticeps glaber 背面；F，Limnoria rhombipunctata 背面；G，
Limnoria rhombipunctata 腹尾節．スケール：200µm（D），1mm（C, G），2mm（A, B, E, F）．

ノーブルコツブムシ
Gnorimosphaeroma noblei Menzies, 1954

（図 2C, D）

本泊，2 個体（♀）；新湊，2 個体（若齢♀）；沼

浦タイドプール，多数（♂♀）
本泊と新湊入り江の砂泥底より採集されたほ

か，沼浦海岸のタイドプールの砂底からも体長約
2mm 以下の小型個体が多数採集された．本種は第
一触角基部同士が接する（図 2D）点で，同属他種
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表 2．利尻島における海産等脚類の目録
亜目名

採集地 備考 出典 同定の参考文献 北方系／南
方系科名

種名
ウオノエ亜目　Cymothoida
ウミナナフシ科　Paranthuridae

Paranthura japonica
ヤマトウミナナフシ

新湊，仙法志 新湊からは初記録 布村（2004），
本研究

布村・下村
（2012a, b）

南方系 [d]

スナホリムシ科　Cirolanidae
Excirolana chiltoni
ヒメスナホリムシ

金崎，沼浦 布村（2004） 南方系 [a]

ミズムシ亜目　Asellota
ミジンミズムシ科　Munnidae

Munna japonica 沼浦 下村ほか
（2003）

南方系 [i]

Uromunna serricauda 野塚，南浜 下村ほか
（2003）

南方系 [i]

ウミミズムシ科　Janiridae
Ianiropsis sp. 仙法志，沼浦，

野塚，富士岬，
ポロフンベ

布村（2004）

Ianiropsis kincaidi 南浜 下村ほか
（2003）

北方系 [j]

ヘラムシ亜目　Valvifera
ヘラムシ科　Idoteidae
Idotea ochotensis
オホーツクヘラムシ

金崎，仙法志，
沼浦，ポロフンベ

仙法志からは初記録 布村（2004），
Hiruta et al. 
(2017)，本研
究

布村・下村
（2010a, b, 
2011）

北方系 [c]

コツブムシ亜目　Sphaeromatidea
コツブムシ科　Sphaeromatidae

Gnorimosphaeroma ovatum
マルコツブムシ

仙法志，野塚，
ポロフンベ

布村（2004） 北方系 [a]

Gnorimosphaeroma noblei
ノーブルコツブムシ

新湊，沼浦，
本泊

利尻島初記録，沼
浦はタイドプールの砂
より

本研究 Menzies 
(1954), 布村・
下村（2015a, 
2016a, c, d）

北方系 [g]

Holotelson tuberculatus
チビウミセミ

新湊 利尻島初記録，スガ
モより

本研究 Richardson 
(1909), 布村・下
村（2015a, b）

南方系 [e]

Dynoides dentisinus
シリケンウミセミ

鬼脇，沓形，
新湊，仙法志

鬼脇，新湊からは初
記録 , スガモより

布村（2004），
本研究

布村・下村
（2015a, 
2016a, b）

南方系 [f]

シオムシ科　Tecticipiidae
Tecticeps glaber
シオムシ

沼浦 利尻島初記録 本研究 Iwasa (1934)，
布村・下村
（2015a, 
2017a）

北方系 [h]

キクイムシ亜目　Limnoriidea
キクイムシ科　Limnoriidae

Limnoria rhombipunctata 新湊 スガモの根より 本研究 Yoshino et al. 
(2017)

南方系 [k][m]

ワラジムシ亜目　Oniscidea
フナムシ科　Ligiidae

Ligia cinerascens
キタフナムシ

金崎，沓形，
仙法志，沼浦

沼浦は初記録 布村（2004），
本研究

布村・下村
（2017b）

北方系 [l]

シオサイワラジムシ科　Detonidae 
Detonella papillicornis
ハマベワラジムシ

金崎，仙法志，
長浜，ポロフンベ

布村（2004）
で報告された
D. japonica は
Schmidt (2000)によ
りD. papillicornis
のシノニムとされた

布村（2004） 北方系 [b]

Detonella oblata
ヒラタハマワラジムシ

仙法志 Nunomura 
(2019)

不明（利尻
島から記載）

Armadilloniscus japonicus
ニホンハマワラジムシ

沓形，仙法志，
長浜，ポロフンベ

布村（2004） 南方系 [b]

ウシオワラジムシ科　Halophilosciidae 科の和名は布村
（2015）に従った

Littorophiloscia nipponensis
ニッポンヒイロワラジムシ

仙法志 布村（2004） 南方系 [b]

本調査で採集された全ての種およびその採集地を太字で示す．分類体系は，下村・布村（2010）とそれに続く連載，および Nunomura（2019）
に従った．北方系 / 南方系の区分は次の文献に従った：[a] 布村（1995），[b] 布村（2015），[c] 布村・下村（2011），[d] 布村・下村（2012b），
[e] 布村・下村 (2015b），[f] 布村・下村 （2016b），[g] 布村・下村（2016d），[h] 布村・下村 (2017b），[i] Shimomura & Mawatari (2001），
[j] 下村ほか (2003），[k] Song et al. (2017)，[l] Yamanishi (2011)，[m] Yoshino et al. (2017)．
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と区別される（Menzies, 1954）．本種はクリル諸
島（Kussakin, 1975）， ル ー ス キ ー 島（Ivanova, 
2009），太平洋東岸，ロシアのソヴェツカヤ・ガ
ヴァニから中国の青島までの海岸一帯（Kussakin, 
1979）から報告がある．

シオムシ科 Tecticipitidae

シオムシ
Tecticeps glaber Gurjanova, 1933

（図 2E）

沼浦，2 個体（♂ , 1; ♀ , 1）
沼浦海岸の 3m 以浅の砂底より採集された．本

種はクリル諸島や北海道太平洋側で多産するが
（布村・下村，2017a），過去の調査では利尻島お
よび礼文島からは発見されていなかった（布村，
2004）．

キクイムシ亜目 Limnoriidea
キクイムシ科 Limnoriidae

Limnoria rhombipunctata Yoshino, Watabe & 
Ohsawa, 2017
（図 2F, G）

新湊，7 個体（♂ , 2; ♀ , 5）
新湊の入り江から地下茎ごと採取したスガモより

採集された．本種はスガモの地下茎に穿孔するこ
とが知られている（Yoshino et al., 2017）．本種は
これまでタイプ産地の千葉県銚子市と韓国東岸の
Goraebawi（Song et al., 2017）から報告されて
おり，利尻島からの記録は分布北限を更新する．

まとめ
本研究で，下村ほか（2003），布村（2004），

Nunomura（2019）が報告した利尻島の海産等脚
類 14 種のうち 4 種が再確認され，さらに 4 種が利
尻島から初記録となった（表 2）．既報の種と本研
究で採集された種に重複が少ない原因のひとつとし

て，採集場所の差異が挙げられる．布村（2004）
は潮間帯や汀線付近，飛沫帯を対象としていたのに
対し，本研究では潮下帯までの調査を行ったため，
高潮線付近の転石下等に生息するノーブルコツブ
ムシ（Menzies, 1954）のほか，潮間帯から潮下帯
の砂泥底に生息するシオムシ（Iwasa, 1934）や潮
間帯下部から亜潮間帯の海草，岩や付着生物の間隙
に生息するチビウミセミ（Kussakin, 1979），スガ
モの地下茎に穿孔する Limnoria rhombipunctata
（Yoshino et al., 2017）が利尻島から初めて記録
されたものと思われる．その一方で，本研究では海
底堆積物中に生息する種を主な対象としたため，過
去に利尻島から報告があるハマベワラジムシやニッ
ポンハマワラジムシ，ヒメスナホリムシといった砂
浜汀線や飛沫帯付近の堆積物表層に生息する種は採
集されなかった．また，本研究では目合が 1mm の
メッシュを使用したために，下村ほか（2003）で
報告された，体長が 1mm 程度で体が細長いミズム
シ類は得られなかったと考えられる．

布村（2004）は利尻島沿岸の等脚類相に見られ
る特徴を以下のように指摘している：①対馬暖流の
影響により，中央日本以南に分布の中心がある種（南
方系種）が多く生息し，北日本以北に分布の中心が
ある種（北方系種）と共存する；②全体として潮間
帯に生息する種は道内太平洋岸より東北地方日本海
側や北陸との共通種が多い．

①については，これまでの記録と本研究で利
尻島初記録となる種を合わせた 17 種のうち，
Nunomura (2019) により利尻島から記載された 1
種を除くと，北方系種が 7 種，南方系種が 9 種で
あり，南方系種の方がやや多い結果となった（表
2）．布村（2004）が指摘したように，利尻島の等
脚類相は対馬暖流の影響を強く受けて成立してい
ると考えられる．海産等脚類の分散には海洋の表
層流が影響すると考えられ，ヘラムシ属（Idotea）
では流れ藻に乗って（Clarkin et al., 2012），遊泳
力を持たないハマダンゴムシ属（Tylos）（Kensley, 
1974）では海岸線から離れた海表面に浮遊して
（Menzies, 1952），海流に依存した分散を行う例
が知られている．海浜性の種であるハマダンゴムシ
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立博物館），鈴枝刀一氏，西島徹氏・西島加奈子氏（利
尻うみねこゲストハウス）に多大なるご助力をいた
だいた．また，佐藤氏には参考文献の入手に多大な
るご協力を賜った．本論文をまとめるにあたり，吉
野広軌氏（東京大学）には有益なご助言をいただい
た．利尻漁業協同組合には調査・採集の承諾をいた
だいた．なお本研究は，2017 年度利尻島調査研究
事業採択課題の調査中に得られた標本を用いて行わ
れた．
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能性が考えられる．北海道周辺海域に生息する 2 種
の等脚類，オホーツクへラムシ Idotea ochotensis
とイソへラムシ Cleantiella isopus の遺伝的個体群
構造の解析においても，北方系種であるオホーツク
へラムシでは利尻島と道北，道東で，同一の塩基配
列を持つ個体が卓越するのに対して，南方系種で
あるイソへラムシ（布村・下村，2010b）では秋田
と道北で同じ塩基配列を持つ個体が卓越し（Hiruta 
et al., 2017），南方系種の対馬暖流による分散を裏
付ける結果となっている．利尻島の海産環形動物相
（加藤ほか，2003；阿部ほか，2019）や棘皮動物
相（小松ほか，2007）の研究では，大部分の種が
北海道やロシアなど，寒冷な海域の潮間帯と共通種
であったと報告されている．等脚類が主に表層流に
よって分散を行うのに対して，環形動物や棘皮動物
は主に浮遊幼生期に広範囲な分散を行うため，分散
様式が異なることが分類群間の生物相の特徴の差異
を生じさせている一因として挙げられる．

②については，北海道や東北地方における等脚類
相は十分に調査されているとは言えず，これらの海
域と等脚類相を比較することは難しいのが現状であ
る．北方系と南方系の種が混在する等脚類相が利尻
島に特有であるかを検証するには，周辺海域との比
較が必要である．今後，北海道太平洋側や道南，東
北地方といった周辺海域の調査が望まれる．

一連の調査により，利尻島沿岸の等脚類相は明ら
かになりつつある．しかし，これまでにトラップや
集魚灯を用いた採集は行われておらず，本島におけ
る等脚類の種多様性は，未だ過小評価されている可
能性がある．また，潮下帯の調査も 5m 以浅に限ら
れるため，より深い水深帯を調査することで，更に
多くの種が発見されることが期待される．
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